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馨
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難
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住　所
〒

T　E　L

氏　名 性別　男・女

生年月日 昭和年月日（歳）

勤務地 （都道府県名のみ記入）

懸
蹴

霧
肇　

灘

轟露鰹
纈

．
羅

はがき用録登

私はドナー登録を希望します。

なお、今後必要となる登録手続

き及び検査については
E二二二二二二1（都道府県名記入）

にある骨髄データセンターを希

望します。

平成年月　日（日付を記入）

以下の必要事項を記入して下さい。

　
　
東
京
都
新
宿
区

回
　
　
新
宿
二
兀
－
八

　
　
　
　
　
　
　
公
衛
ビ
ル
内

囹国
響
髄
移
植
推
進
財
団
行

□

せわ合い問

▼
㈱
骨
髄
移
植
推
進
財
団
（
東
京

都
新
宿
区
新
宿
1
ー
鱒
t
8
姪

03

－
3
3
5
5
－
5
0
9
0
）

▼
十
日
町
保
健
所
（
厭
駆
1
2
4

0
0
）

▼
保
健
衛
生
課
（
費
駆
ー
3
1
1

　
1
内
線
獅
・
魏
）
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
等
の
資
料
・
登
録
申
込
用
は

　
が
き
も
あ
り
ま
す
。

　
骨
髄
移
植
で
健
康
を
取
り
戻
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
白
血
病
な
ど
の

血
液
難
病
。
こ
の
難
病
に
苦
し
む
人
を
救
う
た
め
、
国
は
昨
年
十
二

月
に
骨
髄
バ
ン
ク
事
業
を
始
め
ま
し
た
。
骨
髄
移
植
を
必
要
と
す
る

人
は
、
全
国
で
毎
年
一
千
人
以
上
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

の
人
を
救
う
に
は
数
多
く
の
人
か
ら
骨
髄
バ
ン
ク
に
登
録
し
、
骨
髄

提
供
者
（
ド
ナ
ー
）
に
な
っ
て
い
た
だ
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
骨
髄
移
植
に
つ
い
て
は
ま
だ
ま
だ
理
解
さ
れ
て
い
な
い
の

が
実
情
で
す
。
そ
こ
で
、
骨
髄
バ
ン
ク
に
対
す
る
正
し
い
知
識
の
普

及
と
推
進
を
図
る
た
め
、
県
内
で
初
め
て
骨
髄
バ
ン
ク
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
を
開
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
お
お
ぜ
い
の
方
か
ら
参
加
い
た
だ

き
、
骨
髄
バ
ン
ク
事
業
の
輪
を
広
め
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

骨
騰
灘
饗
芝
は

　
白
血
病
、
再
生
不
良
性
貧
血
、
先

天
性
免
疫
不
全
症
な
ど
の
血
液
難
病

は
、
昔
は
有
効
な
治
療
法
も
な
く
治

り
に
く
い
病
気
で
し
た
。
し
か
し
、

骨
髄
移
植
と
い
う
治
療
法
に
よ
り
、

健
康
を
取
り
戻
せ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　
骨
髄
移
植
と
は
、
患
者
さ
ん
の
病

に
お
か
さ
れ
た
骨
髄
幹
細
胞
を
ド
ナ

ー
の
方
の
健
康
な
骨
髄
幹
細
胞
に
置

き
換
え
る
（
実
際
は
骨
髄
液
を
点
滴

静
注
す
る
）
こ
と
で
す
。

　
骨
髄
液
を
採
取
さ
れ
て
も
ド
ナ
ー

の
骨
髄
機
能
に
は
ほ
と
ん
ど
影
響
は

あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
全
身
麻
酔
下

で
骨
髄
採
取
を
行
い
ま
す
が
、
骨
髄

　
　
　
せ
き
ず
い

採
取
は
脊
髄
の
神
経
に
ま
っ
た
く
ふ

れ
ま
せ
ん
の
で
、
採
取
に
よ
っ
て
脊

髄
神
経
の
ま
ひ
は
起
こ
り
ま
せ
ん
。

　
骨
髄
提
供
に
関
し
て
ド
ナ
ー
の
経

済
的
負
担
は
、
検
査
費
用
や
入
院
な

ど
の
医
療
費
は
い
っ
さ
い
か
か
り
ま

せ
ん
。
ま
た
、
休
業
補
償
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
骨
髄
バ
ン
ク
を
通
じ
て
の

骨
髄
提
供
時
に
ド
ナ
ー
の
方
に
万
が

一
事
故
が
起
き
た
場
合
、
損
害
保
険

制
度
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

①登録申し込みを行い、もより
の骨髄データセンターに電話
予約しで血液検査を行います。

韓髄バンタ事業を理解爆、

捲歩一を希望ずる場禽

◎

2

繍　
）

触

國
　　峡開｛
　　ヲも9¢ン9一

⑤
　　　　　　　骨髄データセンターよ：り登録
ドナー希望者　確認の通知が送られます。患者

　　　　㈱◎鵬L
　　　　雪デ碕もシ9一

塗謡邸臣

矧LAの型の検査結果が璽ン
ピュータ権登録ざれまず。

㈱し《型はお麹ら懸じませ
ん）

④

一
鱒

登録しているドナー希望者と

患者さんのHLA型が一致し
た場含



　
（
成
功
さ
鷹
餐
キ
ー
ボ
イ
ン
ト
）

　
赤
血
球
に
A
B
O
式
の
血
液
型
が

あ
る
よ
う
に
、
白
血
球
に
も
H
L
A

型
と
い
う
血
液
型
が
あ
り
ま
す
。
H

L
A
は
ヒ
ト
白
血
球
型
抗
原
の
略
で
、

移
植
の
成
功
を
握
る
各
人
固
有
の
遺

伝
性
の
抗
原
で
数
万
通
り
の
型
が
あ

り
ま
す
。

　
H
L
A
型
は
兄
弟
姉
妹
間
で
は
四

分
の
一
の
確
率
で
一
致
し
ま
す
が
、

非
血
縁
者
間
で
は
数
百
人
か
ら
数
万

人
に
一
人
の
確
率
で
し
か
一
致
し
ま

せ
ん
。
患
者
さ
ん
と
ド
ナ
ー
の
H
L

A
型
が
一
致
し
な
い
骨
髄
移
植
は
、

拒
絶
反
応
等
の
副
作
用
に
よ
り
成
功

は
得
ら
れ
ま
せ
ん
。

①
ド
ナ
ー
の
方
は
採
取
を
行
う
日
の

　
一
・
二
日
前
よ
り
入
院
し
て
い
た

　
だ
き
、
採
取
に
備
え
て
健
康
状
態

　
を
検
査
し
ま
す
。

②
採
取
当
日
、
手
術
室
で
ド
ナ
ー
の

　
腸
骨
（
腰
の
骨
）
に
針
を
十
数
カ

　
所
刺
し
、
骨
髄
液
を
注
射
器
で
採

　
取
し
ま
す
。
採
取
量
は
5
0
0
謡

　
～
1
、
0
0
0
醜
で
採
取
に
か
か

　
る
時
間
は
一
⊥
二
時
間
程
度
で

　
す
。
原
則
と
し
て
全
身
麻
酔
下
で

　
　
一

　
行
わ
れ
ま
す
の
で
、
採
取
時
の
痛

　
み
は
あ
り
ま
せ
ん
。

③
採
取
後
、
順
調
に
回
復
す
れ
ば
2

　
・
3
日
で
退
院
で
き
ま
す
。

　
ド
ナ
ー
と
な
る
人
は
、
次
の
条
件

を
満
た
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

▼
骨
髄
提
供
に
つ
い
て
十
分
な
説
明

　
を
受
け
、
骨
髄
提
供
の
内
容
に
つ

　
い
て
十
分
理
解
を
し
た
う
え
で
同

　
意
し
た
人
で
す
。

▼
年
齢
が
二
十
歳
か
ら
五
十
歳
ま
で

　
の
人
で
、
健
康
な
人
で
す
。

▼
骨
髄
提
供
に
つ
い
て
家
族
の
同
意

二一ケント・デリカット氏が来市一
　　　　（テレビ・ラジオで活躍中）

○と　き　5月23日㊤午後1時～3時40分

◆ところ　クロス10大ホール（本町6－1）

◆入場料　無料

　　　　　　　〈ブログラム〉

①講演◎講師　ケント・デリカット氏（貿易会社社長）

　　　　　演題　「骨髄移植の国民的理解にっいて」

　　　　◎講師　大谷貴子氏（東海骨髄バンク理事）

　　　　　演題　「ひとすじの光を求めて」

②パネル・ディスカッション　「骨髄バンクの理解と推進のために」

　コー西ネーター　金子　拓氏（NHK新潟放送局アナウンサー）

　パネラー樋口　渉氏（県立＋日町病院内科医長）

　　　　　　　「H　L　A型と骨髄移植について」

　　　　　　　金子和子氏（新潟骨髄バンク推進連絡会議代表）

　　　　　　　「骨髄バンク県民運動の推進について」

　　　　　　　小林弘樹氏（㈹＋日町青年会議所代表）

　　　　　　　「骨髄バンク市民運動の推進について」

③ビデオ上映「いのちの絆」

犠類
、

農
”

市
セ

圃
評壷暫彗

議
嫡
灘

相
鶴

鵡
難

画
想

＋
㈹
髄國

保健衛生課（暦57－3111内線137・139）■問い合わせ

を
得
て
い
る
人
で
す
。

　
骨
髄
移
植
を
待
っ
て
い
る
全
国
の

患
者
さ
ん
を
救
う
た
め
に
も
、
数
多

く
の
人
々
か
ら
骨
髄
バ
ン
ク
に
登
録

さ
れ
、
実
際
に
ド
ナ
ー
に
な
っ
て
い

た
だ
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
ド
ナ
i
登
録
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、

①
は
が
き
（
2
腿
－
上
の
は
が
き
の
内

　
容
で
）
に
必
要
事
項
を
記
載
し
ポ

　
ス
ト
に
投
か
ん
し
て
く
だ
さ
い
。

②
折
り
返
し
、
財
団
か
ら
ご
希
望
の

　
地
域
の
骨
髄
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
（
各

　
地
の
日
本
赤
十
字
社
血
液
セ
ン
タ

　
ー
）
を
は
が
き
で
紹
介
し
ま
す
。

③
そ
の
後
、
ご
希
望
の
骨
髄
デ
ー
タ

　
セ
ン
タ
ー
へ
直
接
電
話
で
検
査
の

　
予
約
を
し
て
か
ら
、
H
L
A
型
検

　
査
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
（
検

　
査
の
時
に
は
財
団
か
ら
の
返
信
は

　
が
き
を
忘
れ
ず
に
持
参
く
だ
さ
い
）

　
一
人
ひ
と
り
の
善
意
が
、
大
き
な

輪
と
な
り
難
病
に
苦
し
ん
で
い
る
多

く
の
患
者
さ
ん
を
救
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
、
骨
髄
バ
ン

ク
に
つ
い
て
ご
理
解
を
い
た
だ
き
、

骨
髄
提
供
者
と
し
て
登
録
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

ドナー希望者ヘドナー

の候補に選ばれたこと
が連絡されます。

⑦ざらに、詳麟縢検董
《M建◎検査等）を行い
まず◎

⑥⑧翌媛

⑥

◎嗣慧が褥ら読だら健康
診断を行いまず。

⑪

禽鍮，ナ謡．讐灘慧欝瀬嚇督
と判建された場禽、地区調液中のリンパ球を用いて
整翼｛骨髄移植コーディネ医学的に行う、さらに詳地区調整員（骨髄移植コー
一夕一）が家族の方も含めしい組織適合検査です。　ディネーター）が直接、骨

た最終的な本人の同慧を確　　　　　◎　　　　　　髄移植に関する詳しい説明

認しまず。　　　　　　　　　　　　　　　　を致します。
⑩

日程調整の上、骨髄採取
となりまず。なお骨髄採
取の際には入院していた
だきまず。

平成4年5月10日3とおガ夢3
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誓
1
5凋

一

一⊥

獺

　　都市との本格交流
　　　　　　20周年を祝う
～枯木又青年会となしのき会が自然観察と花見会～

和気あいあいと十日町小唄を踊奇参加者

「よくこらっしゃっーたの」

　　　第2回転入者のつどい
～歓迎パーティーで十日町をPR～

　
龍
王
池
周
辺
の
自
然
観
察
と
花
見
会
が
、
五

月
三
日
㈲
枯
木
又
分
校
と
そ
の
周
辺
で
行
わ
れ
、

浦
和
市
・
新
潟
市
か
ら
の
三
十
人
を
含
む
七
十

人
が
参
加
し
ま
し
た
。
こ
の
催
し
は
、
枯
木
又

青
年
会
（
山
田
栄
会
長
）
と
な
し
の
き
会
（
藤

本
吉
則
代
表
）
が
共
同
で
、
本
格
交
流
二
十
周

年
を
記
念
し
て
企
画
し
た
も
の
で
す
。

　
参
加
者
は
、
龍
王
池
周
辺
を
散
策
し
、
枯
木

又
の
人
が
採
取
し
た
わ
ら
び
・
ぜ
ん
ま
い
料
理

に
舌
鼓
を
打
ち
な
が
ら
楽
し
い
一
時
を
過
ご
し

ま
し
た
。
出
席
者
の
一
人
、
埼
玉
県
か
ら
来
た

池
田
さ
ん
は
「
枯
木
又
は
初
め
て
、
空
気
が
澄

ん
で
い
て
お
い
し
い
で
す
ね
。
今
日
は
な
し
の

き
荘
に
泊
ま
っ
て
、
明
日
の
山
菜
取
り
を
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

雛

」し

　
四
月
二
十
二
日
㈱
、
ク
ロ
ス
ー
0
で
こ
の
春
転

入
し
て
き
た
人
を
対
象
に
「
転
入
者
の
つ
ど
い
」

が
開
か
れ
、
約
二
百
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
こ
の
催
し
は
、
大
好
き
十
日
町
会
と
商
工
観

光
課
が
十
日
町
に
早
く
な
じ
ん
で
、
十
日
町
の

魅
力
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、
昨
年
か
ら
始
め

た
も
の
で
す
。
魅
力
満
載
の
ス
ラ
イ
ド
上
映
で

幕
が
開
き
、
近
藤
助
役
の
歓
迎
の
あ
い
さ
つ
の

あ
と
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
見
な
が
ら
の
歓
迎

パ
ー
テ
ィ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
天
神
ば
や
し
、

新
保
広
大
寺
節
、
赤
倉
神
楽
、
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
、

十
日
町
小
唄
が
披
露
さ
れ
、
出
席
者
は
、
地
酒

や
そ
ば
を
食
べ
な
が
ら
談
笑
し
て
い
ま
し
た
。

最
後
に
参
加
者
全
員
で
十
日
町
小
唄
を
踊
っ
て
、

楽
し
い
一
夜
を
過
ご
し
ま
し
た
。

1懸

龍王池周辺の自然を楽しむ参加者

」
‘

糞ち

の

⑱

自
・
…
．

長谷川れいなさん
　　（6年）

赤
倉
神
楽

　
赤
倉
神
楽
は
、
何
百
年
も
前
か
ら
こ

の
地
域
に
伝
わ
っ
て
い
る
伝
統
芸
能
で

す
。　

わ
た
し
た
ち
の
学
校
で
は
、
毎
年
三

月
に
神
楽
の
発
表
会
を
し
て
い
ま
す
。

二
月
ご
ろ
か
ら
、
村
の
方
々
に
神
楽
を

教
え
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
わ
た
し
が
一
年
の
時
、
初
め
て
の
神

楽
な
の
で
、
う
ま
く
お
ど
れ
る
か
心
配

で
し
た
。
発
表
会
の
時
、
ド
キ
ド
キ
と
き

ん
ち
ょ
う
感
で
む
ね
が
い
っ
ぱ
い
で
し

た
。
い
つ
も
よ
り
人
は
多
い
し
、
ス
テ

ー
ジ
の
上
だ
っ
た
か
ら
で
す
。
で
も
、
み

ん
な
に
合
わ
せ
て
お
ど
る
事
が
で
き
た

の
で
、
本
当
に
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
伝
統
芸
能
で
あ
る
赤
倉
神
楽
を
守
っ

　　　　　　　絞　　　　　難　　　墾　倉募

〔宮腰児童賠6長人〕

て
い
く
の
は
、
と
て
も
い
い
事
だ
と
思

い
ま
す
。
今
年
は
、
小
学
校
最
後
の
年

な
の
で
、
い
っ
し
ょ
う
け
ん
め
い
が
ん

ば
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

盤ーー，

．
難
難
難
．
盤
動

織藷

鶴
蹴
醗
・
鱒
箏
、
鰯
肋

　
　
　
∞
∞
灘
鞭
．
簿
鱒
蘂
昧

懸
聯
．
灘
慧
戯

灘難

大熊恵美子さん
　　（6年）

あ
さ
づ
き
取
り

わ
た
し
た
ち
の
赤
倉
は
、
自
然
に
恵

4



バランスのとれた食生活を進め、健康なまちづくりがわたしたちの願い

　　　　　　「やまな会』
　　　　　　　（会長　徳永マスイ）

　　　豊富な山菜など身近にある材料を使い、バランス食で

嚢齋禦輪贋灘震犀葦奪錨然
墾

　　健所の栄養教室を卒業した10人で発足した会も、今では
藩　　100人の会員を数えるまでになりました。
鰻発足当時は、器具や施設も整ろてレ、なく、なべ、かま、

雛灘　　材料をしょって教室に参加しました。初代会長の藤田つ
饗爆　ね子さんのお骨折りや会員の皆さんのパワー、そして、

鞭行政のおかげで今では施設も整い、幅広い活動ができる

灘難　　ようになりました。食生活改善とバランス食づくりを目

1鞭　　指して、薄味の料理を手がけてきましたが、当時はあま

魏i嬉ばれませんでした・でも最近1よ成人病など皆さん

鑛　　が健康に関心を持つ時代となり、薄味があたりまえにな

の　　ってきました。会の努力が着実に浸透してきています。

獲　活動は年3回の研修会甘さを抑えたおやつ・成人病
嬢予防食づくり・糖尿鰍室・健康まつりへの参加など・

難保健婦さんと手を携えながら自分酬多や地域の皆さん

　　のお手伝いに汗を流しています。55歳未満の人で1年間
願

　　栄養教室で勉強してもらえれば、どなたでも加入できま
　む
響　　す。家族や市民の健康を願って地道に活動を続ける「や

　　まな会」にあなたも加入してみませんか。

研修や講習会で自己研さんに励みます

　十日町サッカークラブJ
　　　　全国大会出場ならず
～第4回北信越クラブジュニアユースサッカー選手権大会～

　
第
四
回
北
信
越
ク
ラ
ブ
ジ
ュ
ニ
ア
ユ
ー
ス
サ

ッ
カ
ー
選
手
権
大
会
が
、
五
月
四
日
㈲
・
五
日

㈹
陸
上
競
技
場
を
主
会
場
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
十
日
町
市
で
開
催
さ
れ
る
の
は
初
め
て
。
冷

た
く
、
強
い
風
に
悩
ま
さ
れ
ま
し
た
が
、
サ
ッ

カ
ー
協
会
、
ク
ラ
ブ
ジ
ュ
ニ
ア
ユ
ー
ス
父
母
の

会
、
地
元
関
係
者
の
努
力
の
お
か
げ
で
盛
大
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
開
会
式
で
は
樋
口
司
君
（
中

条
中
）
が
、
十
一
チ
ー
ム
の
選
手
を
代
表
し
て

力
強
く
選
手
宣
誓
。
大
会
で
は
前
年
度
準
優
勝

の
十
日
町
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
ジ
ュ
ニ
ア
は
、
二

回
戦
福
井
県
の
丸
岡
ク
ラ
ブ
ジ
ュ
ニ
ア
ユ
ー
ス

と
対
戦
し
、
終
了
ま
ぎ
わ
ゴ
ー
ル
を
決
め
ぢ
れ

一
1
0
で
惜
し
く
も
敗
れ
、
二
年
連
続
全
国
大

会
へ
の
出
場
を
は
ば
ま
れ
ま
し
た
。

ま
れ
て
い
ま
す
。
わ
た
し
た
ち
は
、
春

に
は
山
菜
取
り
、
秋
に
は
、
き
の
こ
取

り
な
ど
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
中

で
、
毎
年
や
っ
て
い
る
の
が
あ
さ
づ
き

取
り
で
す
。

　
あ
さ
づ
き
取
り
は
、
村
の
人
の
畑
に

で
き
た
あ
さ
づ
き
を
お
願
い
し
て
取
ら

せ
て
も
ら
い
ま
す
。
五
月
の
終
り
こ
ろ

か
ら
六
月
の
中
ば
ま
で
行
い
ま
す
。
み

ん
な
楽
し
く
、
い
っ
し
ょ
う
け
ん
め
い

に
や
り
ま
す
。
大
き
な
あ
さ
づ
き
が
取

れ
る
と
、
み
ん
な
が
う
れ
し
そ
う
な
顔

を
し
ま
す
。

　
み
ん
な
が
が
ん
ば
っ
て
取
っ
た
あ
さ

づ
き
は
、
き
れ
い
に
し
て
、
お
店
に
渡

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

誰識命命｛識識命緬｛識鵯●
篭このコ＿ナ＿は、運動｝●年立会し
1や文化芸能などを楽1説ぞ畿
遷しんでいるサークル、》●くい動
1クラブ讐紹介する13縫髄
篭コーナーです・このコ多●取　なづ
篭一ナーで自分たちの頑多●うわり、き

1張っている姿をアピ誰3控譲
篭ルしてみませんか。　｝●思たん金
篭　総務課文書広報係　》●いちな越
篭　　　　　　》●まはの慧羅榔灘轟鎚㍉陛い・‘ま励たよ。あさづきは大事な活動費

5魯お』厚夢書　平成4年5月10日
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LL

　
　
　
（
㈱
村
幾
親
．
雀
歳
）

水
落
　
　
　
晃
さ
ん
國ンピュータに難があり・働きながら学べる

　　　と思い入社しました。2年間長野の専門学校

　で学んだ後、商品の仕入れ・売り上げの管理とそ

　のシステム開発を手がけて3年目。将来はシステ

　ム開発を会社の事業の柱としで育て、その部門の

　責任者として腕をふるえたらいいなあと思ってい
ぼ

　
　
　
　
　
　
　
の

諺
瑚
薯
圃團　　分のセールスポイントは、初対面の人と気軽

　　に話せ、人前でものおじしないこと。帰宅後

は、自慢のオーディオで好きなCDを聴いたり、

ビデオディスクで映画を鑑賞して過ごし、週に一

度は会社の仲間とバレーボールや卓球などのスポ

ーツを，楽しむことです。

瞬嘩讐灘娠し辮翻靹塁
はのんびりしており、人情がある人がおおぜいい

るので、地元に就職できてよかったと思います。

ぬ
　
　
ず
　
　
お
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぱ

饗
講
癒
難
鞍
蕪
類
灘

岩
田
恵
美
子
さ
ん

　
　
　
（
㈱
フ
ジ
ミ
ツ
蓮
舞

累

・　嚥鵡難凝撒

縛纒響

明
日
の
十
日
町
を
担
う
若
者
登
場
コ
ー

ナ
ー
で
す
。
こ
の
コ
ー
ナ
ー
に
登
場
す

る
人
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
個
人
・
会

社
の
推
せ
ん
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

　
　
■
連
絡
先
　
総
務
課
文
書
広
報
係

國社して7年目・専門学校で学ん鯖報処理φ

　　技術を生かせると思い入社しました。仕事は

コンピュータのソフトウエアの開発。同年代の若
　　　　　　　　　　　　がんい人が多く明るい職場です。「岩ちゃんは元気があ

っていいね」とよく言われているんですよ。

園京へは曇張でよく行き翻遊んだ1買い物

　　をするにはよい所だと思いますが、住むのは

やっぱり十日町ですね。山々が緑に覆われる今の

季節は最高ですし、スキー場が近いのが魅力です。

友人と毎週のようにスキーをしていました。来シ

ーズンはバッヂテストに挑戦しようかなと考え、

今から楽しみにしています。

圏　　間高原リゾートは都会の人だけでなく、市民

　　の皆さんや近隣市町村の方々が気軽に行けた
　　　　　　うぐいす
らいいですね。鶯のさえずりがこだまし、小川の

せせらぎが聞ごえるような自然を生かしたリゾー

トにしてほしいと思います。

鯵
恥
必

岬
N

O動

　
わ
た
し
の
ふ
る
さ
と
西
伊
豆
町
は
、

伊
豆
半
島
の
駿
河
湾
に
面
し
た
遠
洋
漁

業
と
観
光
の
町
で
す
。

　
西
伊
豆
の
特
産
品
は
な
ん
と
い
っ
て

も
品
質
の
良
い
カ
ツ
オ
節
。
カ
ツ
オ
漁

　
　
た
　
ご

港
「
田
子
」
に
は
ガ
ツ
オ
の
加
工
工
場

が
軒
を
並
べ
、
カ
ツ
オ
節
を
は
じ
め
、
・

ナ
マ
リ
節
・
塩
ガ
ツ
オ
な
ど
が
つ
く
ら

れ
全
国
で
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
西
伊
豆
は
ま
た
、
観
光
の
名
所
と
し

て
年
間
三
百
二
十
万
の
人
た
ち
が
訪
れ

ま
す
。
特
に
温
暖
な
気
候
に
恵
ま
れ
て

四
季
を
問
わ
ず
い
ろ
い
ろ
な
花
が
咲
き
、

観
光
客
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。

　
中
で
も
観
光
の
メ
ッ
カ
は
堂
ケ
島
。

遊
覧
船
を
利
用
し
て
の
美
し
い
海
岸
線

と
奇
岩
・
怪
石
は
と
て
も
み
ご
と
な
景

観
で
す
．

　
わ
た
し
は
高
校
を
卒
業
後
、
幼
稚
園

の
先
生
を
め
ざ
し
上
京
。
幼
稚
園
に
勤

め
て
い
た
と
こ
ろ
に
主
人
の
お
姉
さ
ん

が
主
任
を
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
紹
介
で

十
日
町
の
人
に
な
り
ま
し
た
。
今
で
は

0
／

福原貴美子さん
　（千歳町2・40歳）

　　　か　も
静岡県賀茂郡
　　　　にしいずちょう
　　　　西伊豆町

も
う
ふ
る
さ
と
で
育
っ
た
期
間
よ
り
も
、

十
日
町
で
の
生
活
の
ほ
う
が
長
く
な
り

ま
し
た
。

　
西
伊
豆
で
は
雪
を
見
る
こ
と
は
ほ
と

ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
も
と
も
と
楽
天
的

な
性
格
な
の
か
雪
国
で
の
生
活
は
特
に

苦
に
な
り
ま
せ
ん
。

　
今
は
子
供
た
ち
に
も
手
が
か
か
ら
な

く
な
り
、
市
内
の
職
場
で
働
い
て
い
ま

す
が
、
十
日
町
の
人
は
皆
さ
ん
が
と
て

も
い
い
人
ば
か
り
な
の
で
安
心
し
て
い

ま
す
。
わ
た
し
も
心
温
か
い
ふ
れ
あ
い

を
た
い
せ
つ
に
し
て
い
き
た
い
と
心
が

け
て
い
ま
す
。

6
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灘
難

62

〈材料〉（8個分）

クリームチーズ…1箱（200
9）￥卵…3個（卵黄と卵白に

分ける）、砂糖…909￥牛乳
…100cc￥ホイ・．ソブ…1箱￥小

麦粉…609￥レモンのしぼり
汁…半個分．ラム酒（あった
ら少々）

田ロ富美子さん

（醗映1舗）

　
お
い
し
さ
の
コ
ツ
は
、
ク
リ
ー
ム
チ

ー
ズ
を
よ
く
混
ぜ
、
卵
白
を
固
く
泡
立

て
る
こ
と
で
す
。
し
っ
と
り
し
た
口
当

た
り
で
と
て
も
お
い
し
い
ん
で
す
よ
。

〈
作
り
方
〉
①
ク
リ
ー
ム
チ
ー
ズ
を
泡

立
て
器
で
よ
く
か
き
混
ぜ
る
。

②
卵
黄
は
溶
い
て
、
卵
白
は
固
く
泡
立

て
て
お
く
。

③
ホ
イ
ッ
プ
は
水
を
加
え
て
手
早
く
か

き
混
ぜ
る
．

④
ク
リ
ー
ム
チ
ー
ズ
に
卵
黄
↓
砂
糖
↓

牛
乳
↓
ホ
イ
ッ
プ
↓
小
麦
粉
を
順
番
に

加
え
な
が
ら
、
そ
の
つ
ど
よ
く
混
ぜ
る
。

次
に
卵
白
を
サ
ッ
ク
リ
と
混
ぜ
、
レ
モ

ン
の
し
ぼ
り
汁
と
ラ
ム
酒
を
加
え
て
軽

く
混
ぜ
る
．

⑤
ケ
ー
キ
型
に
流
し
込
み
、
一
六
〇
度

の
オ
ー
ブ
ン
で
四
十
分
く
ら
い
焼
く
。

⑥
十
分
く
ら
い
焼
い
て
き
つ
ね
色
に
な

っ
た
ら
、
こ
げ
す
ぎ
な
い
よ
う
に
ア
ル

ミ
ホ
イ
ル
を
か
ぶ
せ
る
。

⑦
冷
め
た
ら
糸
で
切
り
分
け
る
．
（
糸
だ

と
切
り
口
が
き
れ
い
に
な
り
ま
す
》

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

　晴れた日は￥おじいちやんに買うてもらった自転車に乗って

遊んでいるのよ。とっても楽しくてすぐにはやめられないの。

8月にはお姉ちゃんになるのよ。ちゃんとお手伝いするからね。

　　　　●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

吉田保育園

　　　⑳グ

　　　脳　　讐
蛤　鱗彩州

灘

　保育園のすべり台でさとしくん

と遊んでいるところだよ。晴れて

いてとっても気持ちよかったんだ。

　ひろみちゃんとなわとびをして

いるところなの。すべり台で遊ん

だら顔をすりむいちゃったのよ。

　
　
　
　
　
（
5
歳
）

丸
山
恒
平
く
ん

　
　
　
ま
　
ゆ
（
5
歳
）

春
日
麻
佑
ち
ゃ
ん

0
へ
　
0
0
（
U
∩
∪
O
G
O
O
3
0
（
U
O
G
O
O
O
G
　
Q

馨

並
り

㌧
こ
㌧

阿
部
源

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
わ
け

　
お
ら
が
若
こ
ろ
は
十
五
か
ら
三
十
歳

ま
で
が
青
年
会
そ
。
家
業
が
忙
し
く
て

三
十
ま
で
入
っ
て
い
る
人
は
い
ね
か
っ

た
ど
も
、
三
十
人
も
い
た
て
の
。

　
ぽ
ん
め

　
盆
前
や
夏
の
暑
い
日
は
、
す
げ
持
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ば
ん
も
ち
い
し

て
夜
な
べ
に
縄
な
い
や
、
盤
持
石
て
や

ん
が
ど
こ
の
村
で
も
あ
っ
た
ん
で
、
持

ち
上
げ
た
り
、
担
い
だ
り
し
て
力
比
べ

し
た
ん
そ
。
今
は
い
じ
る
人
も
い
ね
ど

も
、
小
貰
で
も
新
水
で
も
、
ど
っ
か
ひ

と
場
所
あ
っ
た
の
。
涼
み
に
集
ま
る
若

　
し
ょ

い
衆
の
楽
し
み
そ
。

　
あ
の
こ
ろ
は
二
十
八
軒
も
あ
っ
た
ど

も
、
田
ん
ぼ
が
少
な
く
て
家
族
が
食
っ

て
い
ら
れ
る
米
を
取
る
家
は
何
軒
も
な

か
っ
た
の
。
学
校
を
卒
業
し
た
年
、
今

治
さ
ん

（
東
枯
木
又
・
8
0
歳
）

錨

で
も
覚
え
て
い
る
ど
も
四
月
の
十
二
日

だ
っ
け
、
村
の
だ
ん
な
様
へ
百
姓
奉
公
・

草
刈
り
奉
公
に
行
っ
た
ん
そ
。
三
年
働

い
て
、
兄
だ
て
や
ん
で
家
に
入
り
百
姓

し
て
、
そ
の
年
の
冬
は
初
め
て
東
京
て

ど
こ
へ
働
き
に
出
て
み
た
め
。
お
や
じ

に
「
都
会
に
慣
れ
る
と
家
に
入
ら
ね
す

け
え
一
年
だ
け
だ
」
と
言
わ
れ
本
当
に

一
年
し
か
行
か
ね
か
っ
た
。
上
野
ま
で

汽
車
賃
が
四
円
い
く
ら
か
で
、
ひ
と
月

働
い
て
五
円
、
ふ
た
月
で
や
っ
と
往
復

で
き
た
の
。
そ
う
い
う
時
代
だ
っ
た
こ

っ
つ
お
。

　
村
に
病
人
が
出
た
時
ほ
ど
せ
つ
ね
え

こ
と
は
な
か
っ
た
。
冬
は
そ
り
で
、
夏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
新
水
ま
で
ぶ
っ
た
り
し
て
そ
。

　
今
ま
で
に
一
番
あ
り
が
て
え
な
あ
と

思
っ
た
こ
と
は
、
昭
和
二
十
三
年
ご
ろ

村
に
電
気
が
引
か
れ
た
こ
と
そ
。
村
中

が
大
喜
び
し
た
こ
っ
つ
お
。

　
今
の
楽
し
み
は
好
き
な
本
を
読
ん
だ

　
　
　
　
し
ょ

り
、
仲
間
衆
と
年
五
、
六
回
の
お
宮
掃

除
の
あ
と
話
し
を
し
た
り
す
る
こ
と
か

　
　
　
　
　
　
　
　
し
ょ

の
お
。
こ
の
ご
ろ
若
い
衆
が
村
お
こ
し

に
、
い
ろ
い
ろ
催
し
も
ん
な
ん
か
考
え

て
ら
ん
見
る
と
う
れ
し
く
な
る
の
。
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　建設省は、住居連たん地区を対象に雪

　下ろしによる交通障害の解消や住民負担

　の軽減、危険の防止を図るため、集団で

　克雪住宅化を進める人に補助金を出す制

　度を作りました。概要をお知らせします

　ので、該当すると思われる地域の皆さん、

　どうぞご活用ください。

　　　　事業の内容は

〔対象事業〕

　指定された地区内（市長が認めた地区）の

克雪住宅化にかかる改築費（全面改築を含む）

　※克雪住宅とは、融雪式・耐雪式・自然落

　下式等による屋根雪処理住宅

〔対象事業費〕

　改築費の上限を250万円とし、見積書と契約

書により工事費を確認します。ただし、克雪

化工事に要する費用を本体工事と分離しての

積算が困難な場合は、別に定める額とします。

〔補助金額〕

　1軒当たり66万円を上限に補助します。

〔事業年数〕

　10年以内。

〔対象地区条件〕

①幅員4m～16m未満の道路の沿道にある住

　宅等。

②沿道両側に軒を連ね、10軒以上が克雪住宅

　化を10年以内に完了することが確実に見込

　まれること。

③指定地区の敷地面積に対する建築物の建築

　面積の合計が3割を超えていること。

④指定地区の道路延長が50m以上で、交差す

　る道路がある地区。

⑤地区協定書が締結さ。れた地区。

　　市の制度との関連は

〔補助金〕　建設省事業に該当した指定地区

は、66万円を上限に補助されますが、市の克

雪住宅化促進補助20万円（上限）は適用にな

りません。

〔融　資〕　建設省事業の融資額は下記の計

算式で算出され、上限は500万円です。

融資額＝（対象工事費一当該補助金額）×区分

割合　　（例、融雪式は80％）

※融資額の上限は、いずれも500万円ですが、

市の克雪住宅づくり資金貸付制度は、補助金

額を差し引かないで計算されます。

，匝璽輔鷲欝鱗
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県スポーツフェステイバル

　　中越地区大会
　～ニュースポーツの祭典～

競技種目 会場 期日

ワンバウンドバレーボール 柏崎市 6月3日

女子ソフトボール 栃尾市

6月7日ターゲットバードゴルフ 守門村

年齢別ソフトテニス 小千谷市

バウンドテニス 長岡市 6月14日

壮年サッカー 十日町市

6月21日

ソフトバレーボール 寺泊町

男女混合綱引き 三条市

年齢別テニス 見附市

イ　ンディ　アカ 塩沢町

婦人バレーボール 六日町

グラウンドゴルフ 小国町

6月28日年齢別バドミントン 刈羽村

ラージボール卓球 津南町

■問い合わせ　大会要項の詳細につ

　いては総合体育館（盈52－4377）

　へo

息らくらく『呼吸教室』

　十日町保健所では、息切れやたん

でお困りの人を対象に呼吸教室を開

きます。

■と　き　6月4日休）・18日㈲、7

　月17日（金）・30日㈲の4回1コース。

　午後1時～3時30分まで（7月30
　日のみ午前10時～午後3時）

■ところ　十日町保健所講堂

■対象者　肺気腫、気管支拡張症、

　気管支炎で困っている人で、主治

　医の許可のある人

■内　容①医師の話②楽しくやれ

　る呼吸法や運動の実演③栄養指

　導、生活指導など。

■申し込み　5月20日㈱までに十日

　町保健所地域保健課（費57－2400）

　へo

ボーイスカウト隊員募集

　ボーイスカウト十日町第1団では、

カブ隊員を募集しています。

■募集人員〈カブ隊員＞

　　　小学校2年生：8人

　　　　〃　3年生：4人
　※定員になり次第締め切りますの

で早めに申し込みください。

■申し込み　来迎寺（川原町・智52

－2138）へ。

　〈十日町第1団現在の隊員＞

　◎カブ隊員二21人　◎ボーイ隊

員：15人　◎シニア隊員：5人

　　’92トレーニング＆フイツトネス
　自分にあったプログラムでさわや　　　　替え

かな汗を流しましょう。　　　　　　　　■申し込み　総合体育館（智52－43

■期間　1期二5月18日㈲～7月　　　77）へ。

　24日働　2期二8月31日（月）～12月　　　　　〈内容〉

　11日働　3期二1月11日（月〉～

　3月12日働

■ところ　総合体育館

■受講料　入館料、コンピュー

　タ体力診断料（1回300円）

■用意する物　スポーツウェア、

　屋内シューズ、筆記用具、着

体育指導委員のスポーツ教室・出前指導
《スポーツ教室》　種目：ソフトバレーボール　　　　　《出前指導》

　　　　　　　　時間：午後7時30分～9時30分　　希望の2週間前までに

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総合体育館へ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■と　き　平日の午後

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7時30分～9時30分

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■対　象　10人以上の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　団体

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■種　目　羽球、卓球、
■問い合わせ　総合体育館へ。　　　　　　　　　　　　排球、ソフトテニスなど。

睡翻新潟県オリエンテーリング協会大会
■と　き　5月31日（日〉雨天決行

曜日 昼の部（9：30～11二30） 夜の部（7：30～9：30）

月 ウェイトトレーニング他

火 エアロビクス・エクササイズ

水 ウォーキング＆ジョッグ他

木 エアロビクス・エクササイズ

金 ウォーキング＆ジョッグ・補強運動 体力づくり・ソフトバレー他

総合体育館 六箇小 下条中 吉田小 川治小 馬場小

金曜日 火曜日 火曜日 火曜日 金曜日 木曜日

6／5～8／7

（全10回）

6／2～8／4

（全10回）

6／2～8／4

（全10回）

6／2～8／4

（全10回）

6／5～8／7

（全10回）

6／4～8／6

（全10回）

対象：壮年男子・婦人（運動のできる服装で直接会場へ）

■集合場所　下条地区公民館

■受　付　午前8時30分～9時30分

■競技形式　ポイントオリエンテー

　リング

■参加費　　〈トリムの部＞　大人二

200円、小・中学生：100円

　〈個人の部〉　大人二700円、小・

　中学生200円一当日受付で納入

■日　程　初心者講習会：午前9時

30分～　開会式：10時～　スター

　ト：10時30分　閉会式二午後1時

■注意事項①コンパスは主催者で

先着順に貸出します。②障害保険

に加入しますが、安全については

　自分で責任を持ってください。

■申し込み　5月27日㈱までに下条

　地区公民館「第5回新潟県O　L協

会大会」事務局（盈55－2004）へ。

日本OL協会
3級公認指導員一次講習会

目と　き　5月30日仕）二午後6時～9

時30分　5月31日（日）：大会に参加

■ところ　下条地区公民館

■参加資格　健康な20歳以上の男女

■講師　日本オリエンテーリング

協会2級・3級指導員

■受講料　2，000円（資料・地図他）

■申し込み　5月27日㈱までにはが

　きに氏名、住所、生年月日、勤務

先（学校名）大会参加経験回数を記

入し下条地区公民館十日町下条O

　Lクラブ（下条本町盈55－2004）へ6

「珠川原縦断ウォークラリー』参加者募集
　当間高原リゾート開発予定地の珠

川原で、陽春の一日をゲームで楽し

みませんか。

■と　き　5月24日（日）雨天決行

　受付二午前9時30分～10時30分

■ところ　集合出発二珠川集会場

　到着：あてま塾（水沢駅前）

■参加資格　2名1組のパーティーで

　100組（小学生以下は保護者同伴）

■参加費　1組1，000円（当日納入）

■持ち物　弁当、水筒、時計、雨具

　（服装はハイキングのできるもの）

■ゲーム　通過する各ポイントでの

①ゲーム②クイズ③区間所要時間

の総合得点で順位を決めます。

■賞品　1等：マウンテンバイク

その他：アウトドアグッズ

■申し込み　5月17日（日）までに申込

書を「あてま塾」（智58－3318）か㈱

当間高原リゾート（智52－5788）へ。
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責任技術者・主任配管工

■と　き　6月4日（木）

　　　午前10時：責任技術者

　　　午後2時二主任配管工
■ところ　市保健センター3階

■種類①責任技術者試験②主任

　　　配管工試験

■受験資格　〔責任技術者〕①高等

学校か旧制中学校以上の学校で、

土木科またはこれに相当する学科

　を卒業後、2年以上給排水設備工

事に従事した経験のある人②5年

以上給排水設備工事に従事した経

験のある人③公共団体で3年以上

給排水設備工事に関する技術上の

実務に従事していた人

　〔主任配管工〕①3年以上給排水

設備工事に従事した経験のある人

②公共団体で2年以上給排水設備

工事に関する技術上の実務に従事

　していた人

■試験手数料　責任技術者…1，000

　円　主任配管工…700円

■申し込み　5月19日（幻までに、試

験手数料を添えて下水道課（盈内

線253）へ。受験申請書も用意してあ

　ります。

　　事前講習会
■と　き　5月26日㈹午前9時～11

　時

■ところ　保健センター3階

■テキスト　希望者にはテキスト

　（1，000円）を申し込み時か会場で

販売します。

た
を

　平成元年度に「責任技術者・主任

配管工」の登録をした人は、7月31

日で登録期間が終わりますので、更

新手続きをしてください。

■受付期問　6月22日（月）～29日（月）

■提出書類　①登録更新申請書（下

　水道課にあります）②住民票抄本

　1通③ライカ版写真2枚④登録証

　書

■登録手数料　責任技術者…2，000

　円　主任配管工…1，500円

■提出場所　下水道課管理係

こ
存
知
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か

　
　
　
　
　
家
屋
の
知
識

■
新
築
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築
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さ
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務
課
資
産
税
第
二

　
係
（
盈
内
線
m
）
へ
。

受
験
準
備
講
習
会

　
平
成
4
年
度
の
危
険
物
取
扱
者
試
験

が
、
5
月
か
ら
来
年
3
月
ま
で
県
内
各

地
で
実
施
さ
れ
ま
す
。
県
危
険
物
安
全

協
会
で
は
、
受
験
準
備
講
習
会
を
開
き

ま
す
の
で
免
許
を
取
得
し
た
い
人
は
受

講
く
だ
さ
い
。

■
と
　
き
　
6
月
2
3
日
㈹
・
2
4
日
㈱

■
と
こ
ろ
　
ク
ロ
ス
ー
0
（
本
町
6
－
1
）

■
種
別
乙
種
第
4
類

■
申
し
込
み
　
5
月
2
5
日
㈲
～
6
月
1

　
日
㈲
ま
で
に
十
日
町
地
域
消
防
本
部

　
予
防
課
（
盈
5
7
1
1
5
5
5
）
へ
。

無
料
交
通
事
故
相
談

　
　
　
ぺ

　
近
年
。
、
交
通
事
故
の
態
様
も
複
雑
化

し
、
そ
の
解
決
に
お
困
り
の
人
も
多
い

こ
と
と
思
い
ま
す
。
相
談
セ
ン
タ
ー
で

は
、
「
自
動
車
損
害
賠
償
責
任
保
険
」
や

「
任
意
自
動
車
保
険
」
の
請
求
等
に
つ

い
て
、
専
門
の
相
談
員
が
親
身
に
な
っ

て
相
談
に
応
じ
ま
す
。

目
相
談
日
　
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
。

　
（
祝
祭
日
を
除
く
）
午
前
9
時
3
0
分

　
～
1
2
時
、
午
後
1
時
～
4
時
4
0
分

■
弁
護
士
に
よ
る
相
談
日

　
毎
週
水
曜
日
”
午
後
1
時
～
4
時

　
（
電
話
に
よ
る
相
談
も
受
け
付
け
て

　
い
ま
す
。
費
伽
－
鋤
－
1
8
5
1
直
通
）

■
問
い
合
わ
せ
　
㈹
日
本
損
害
保
険
協

　
会
新
潟
自
動
車
保
険
請
求
相
談
セ
ン

　
タ
ー
へ
。

土
地
の
立
入
り

　
ほ
場
整
備
事
業
な
ど
に
伴
う
調
査
・

測
量
を
行
う
た
め
、
関
係
区
域
の
皆
さ

ん
の
土
地
に
立
入
り
ま
す
の
で
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

■
区
　
域
　
市
内
全
域

■
期
間
　
1
2
月
2
8
日
㈲
ま
で
。

■
立
入
り
者
　
農
林
課
・
土
地
改
良
区

職
員
お
よ
び
業
者

■
問
い
合
わ
せ
　
十
日
町
市
土
地
改
良

区
．
（
盈
52
1
2
4
1
1
）
へ
。

　〆（、
π
．
鯵
　
　
　 ・92信濃川水防演習

　　　　）馳龍　◆5月26日⑳午前9時～午後1時
　　　　にいさん　　　　　　　　　　　＿』　　　　　　＿　　　　　　山
　　　　　　　　◆小千谷市局梨地先信濃川左厚
　φ　　・水へ　　　　　　　　　　　　　、
　　　　　難リ　　　　（妙見堰下流左岸河川敷）
　　　　　救コ。　　　　　　’／／1，250名の消防団員が参

縷窺遡酬牒鼎臆響
　転　　　れよ　　　　どのうくん月の輪工、積み土のう工
q　　　　　　まる　　　　　　　　　　　　　　、

きながしo　　す　　　　　　　　　等を実演します。
　　　　　　　　ロにいさん　　　　　　　　　　　一　己

プ0



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鍮　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　懇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　灘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　瑳　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　欝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　灘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　響　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　蒸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　雛　　　　　　　　　　　　　　　　　翅　　　　　　　　　　　　　　　　纏　　　　　　　　　　　　　　獲　　　　　　　　　　　　籔
　　　　　　　　　　　鎖
　　　　　　　　　灘　　　　　　　　籔　　　　朦i饗獺雛

高
齢
者
よ
い
歯
の

　
　
　
　
　
コ
ン
ク
ー
ル

～
丈
夫
な
歯
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん

　
　
　
　
　
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
へ
～

　
県
で
は
歯
の
健
康
の
た
い
せ
つ
さ
を

P
R
す
る
た
め
、
自
分
の
歯
で
食
べ
健

康
な
生
活
を
送
っ
て
い
る
お
年
寄
り
を

表
彰
し
ま
す
。

　
歯
と
歯
ぐ
き
に
自
信
が
あ
り
、
次
の

条
件
に
あ
て
は
ま
る
と
思
う
人
は
、
歯

科
健
康
診
査
を
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

健
診
で
確
認
し
、
県
に
4
人
以
内
の
人

を
推
薦
い
た
し
ま
す
。

■
条
　
件
　
①
自
分
自
身
の
歯
の
本
数

　
（
親
知
ら
ず
は
除
く
）

▼
8
0
歳
以
上
の
人
…
…
2
0
本
以
上

▼
7
0
歳
～
7
9
歳
の
人
…
2
4
本
以
上

②
自
分
の
歯
の
う
ち
虫
歯
な
ど
の
治
療

　
が
終
わ
っ
て
い
な
い
歯
が
5
本
以
下

③
ぐ
ら
ぐ
ら
す
る
歯
が
な
い
。

④
そ
の
他
の
重
い
病
気
を
持
っ
て
い
な

　
い
。

■
健
診
日
時
　
6
月
7
日
㈲
午
前
9
時

　
～
9
時
3
0
分

■
健
診
場
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー

■
表
　
彰
　
最
優
秀
者
1
人
、
優
秀
者

　
4
人
が
県
歯
科
保
健
大
会
で
表
彰
さ

　
れ
ま
す
。

■
申
し
込
み
　
5
月
2
9
日
㈲
ま
で
に
保

　
健
衛
生
課
保
健
衛
生
係
（
盈
内
線
㎜
）

　
へ
。

5
月
3
1
日
は

『
世
界
禁
煙
デ
ー
』

～
肺
を
灰
に
し
た
く
な
い
～

　
5
月
31
日
は
W
H
O
（
世
界
保
健
機

関
）
が
定
め
た
世
界
禁
煙
デ
ー
で
す
。

喫
煙
は
健
康
に
さ
ま
ざ
ま
な
影
響
を
及

ぼ
し
、
ま
た
、
周
囲
の
非
喫
煙
者
へ
の

健
康
に
も
影
響
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

　
世
界
禁
煙
デ
ー
を
機
会
に
一
人
ひ
と

り
が
喫
煙
と
健
康
に
つ
い
て
関
心
を
も

ち
、
理
解
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

一
酒
害
の
懇
談
会
一

■
と
　
き
　
5
月
9
9
餉
日
働
午
後
1
時
3
0

　
分
～
3
時

■
と
こ
ろ
　
十
日
町
保
健
所

■
申
し
込
み
　
十
日
町
保
健
所
（
智
5
7

　
1
2
4
0
0
）
ま
た
は
、
保
健
衛
生

　
課
保
健
衛
生
係
へ
予
約
し
て
く
だ
さ

　
い
。一

心
の
健
康
相
談
一

■
と
　
き
　
5
月
2
9
日
働
午
後
1
時
3
0

　
分
～
3
時

層
と
こ
ろ
　
十
日
町
保
健
所

■
担
　
当
　
柳
沼
医
師
（
五
日
町
病
院
）

■
申
し
込
み
　
十
日
町
保
健
所
ま
た
は

　
保
健
衛
生
課
保
健
衛
生
係
へ
。

公
営
住
宅
入
居
者

　
　
　
　
　
　
　
　
募
集

　
建
設
課
で
は
、
市
営
住
宅
入
居
者
の

募
集
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。
希
望

者
は
早
め
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

■
谷
内
丑
市
営
住
宅
（
鉄
筋
コ
ン
ク
リ

　
ー
ト
3
階
建
）
　
▼
募
集
ー
3
戸
（
6

　
畳
2
室
、
5
畳
1
室
、
D
K
）
▼
家

　
賃
“
2
5
、
7
0
0
円
（
1
戸
）
、
2

　
6
、
7
0
0
円
（
2
戸
）

■
田
川
市
営
住
宅
（
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

　
ト
3
階
建
）
▼
募
集
”
1
戸
（
6
畳

　
1
室
、
5
畳
1
室
、
D
K
）
家
賃
”

　
2
6
、
8
0
0
円

■
四
日
町
市
営
住
宅
（
木
造
平
家
建
）

　
▼
募
集
“
1
戸
（
6
畳
1
室
、
4
畳

　
半
1
室
）
家
賃
”
6
、
2
0
0
円

■
申
し
込
み
　
5
月
2
5
日
㈲
ま
で
に
建

　
設
課
建
築
住
宅
係
（
智
内
線
鰯
）
へ
。

　　　　　　5月から国の行政機関は

　　全土曜日が休みになりました
　　　　　　　　一完全週休2日制実施一

建設省信濃川工事事務所十日町出張所・建設省国道工事事務所十日町国

道出張所・十日町簡易裁判所・十日町区検察庁・十日町公共職業安定所・

十日町税務署・十日町労働基準監督署・新潟家庭裁判所十日町出張所・

新潟地方法務局十日町出張所・農林水産省森林総合研究所十日町試験

地・農林水産省新潟食糧事務所十日町支所

　＝　葵遮蜜全キヤンペーン

■自転車も交通ルールを守りましょう。

　申転車の交通ルール　こんな乗り方はやめましょう

無視による事故が増え

撒灘碧’蠣蕊
とめましょフ。　　　　　　　　“

4月中の交通事故発生状況　（）は累計

誌町粒 発隻件数 負傷者数 遡死者数

十日町市
平成4年 10（30） 10（32） 0（0）

平成3年 1（29） 1（31） 0（0）

川西町
津南町
中里村

平成4年 9（29） 12（37） 0（0）

平成3年 6（25） 6（31） 1（1）

計
平成4年 19（59） 22（69） 0（0）

’平成3年 7（54） 7（62） 1（1）

飲酒運転でがけ下に転落

ρ「「　　　4月19日（日）午後4時56分ご

　　　　　ろ、ニツ屋地内の県道で市内

の60歳の男性が飲酒後、軽トラックを運

転しハンドル操作を誤りがけ下に転落し、

負傷する事故が発生しました。

　飲酒運転は絶対にしないでください。

とおかまちの自然
　　　　　　（理科センター）

　ヒメオドリコソウ　⑫

そうです。繁殖力が旺盛で近年、十日町

市でも多く見られるようになりました。

　草丈は10僧25cmで、葉にはしわがあり

上部のものは柄が短く、暗紅色になる特

徴があります。

77とおレ』∬夢お平成4年5月10日

　　EPlI　　l 　I　l



　
昭
和
初
期
の
こ
ろ
、
家
を
逃
げ
出

し
て
東
京
へ
節
季
働
き
に
行
っ
て
こ

な
い
者
は
、
一
人
前
の
若
い
衆
と
し

て
扱
わ
れ
な
か
っ
た
も
の
だ
。
八
十

歳
以
上
の
か
な
り
の
人
た
ち
の
中
に

は
、
身
に
覚
え
の
あ
る
人
も
あ
ろ
う
。

　
年
齢
は
十
五
・
六
歳
の
こ
ろ
か
ら
、

徴
兵
検
査
以
前
に
ほ
と
ん
ど
が
一
回

以
上
は
逃
げ
た
も
の
で
あ
る
。
家
に

と
っ
て
は
一
番
働
き
盛
り
で
頼
り
に

な
る
存
在
の
若
者
が
、
ほ
と
ん
ど
稲

刈
り
を
目
前
に
し
て
逃
げ
出
す
の
だ

か
ら
、
労
働
力
不
足
の
家
で
は
大
き

な
痛
手
で
あ
っ
た
。

　
一
人
で
逃
げ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど

な
い
。
気
の
合
っ
た
仲
間
二
・
三
人

と
示
し
合
わ
せ
、
身
回
り
品
を
こ
っ

そ
り
ま
と
め
て
お
き
、
親
に
み
つ
け

ら
れ
な
い
よ
う
に
逃
げ
た
の
で
あ
る
。

　
身
代
り
に
な
る
物
を
上
手
に
蒲
団

の
中
に
入
れ
る
工
作
ま
で
念
入
り
に

し
て
、
夜
中
に
こ
っ
そ
り
ぬ
け
出
す

例
が
多
い
。

　
花
の
都
に
あ
こ
が
れ
、
大
胆
な
ス

リ
ル
、
身
銭
を
得
る
こ
と
へ
の
あ
こ

が
れ
、
ど
れ
も
こ
れ
も
若
者
の
大
き

な
魅
力
だ
っ
た
に
違
い
な
い
。

　
こ
の
若
い
衆
の
逃
げ
出
す
風
習
は

既
に
江
戸
時
代
か
ら
あ
っ
た
。
逃
げ

出
し
て
来
る
者
を
世
話
す
る
宿
も
地

方
ご
と
に
ほ
と
ん
ど
決
ま
っ
て
い
た
。

幕
末
、
妻
有
の
江
戸
宿
は
馬
喰
町
で

付
木
屋
を
営
む
「
つ
け
も
の
や
佐
七
」

で
あ
っ
た
。
佐
七
の
口
入
り
で
稼
ぎ

先
が
決
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
多
少
の

例
外
も
あ
っ
た
ろ
う
が
、
佐
七
に
連

絡
す
れ
ば
働
き
先
も
わ
か
り
、
金
品

を
届
け
る
こ
と
が
で
き
る
し
く
み
に

な
っ
て
い
た
。
子
の
安
否
を
気
遣
う

文
書
を
見
て
い
る
と
往
時
が
し
の
ば

れ
、
心
の
和
み
を
覚
え
る
。

　
　
　
　
　
”
罵
p
苫
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
欝
，
　
　
　
ト

　
　
　
　
　
鞭

　　　　　　　　　麟

二
十
九
年
に
わ
た
り
空
手
道
の
普
及
に
尽
力
し
、

　
　
　
　
　
　
　
数
々
の
優
秀
選
手
を
育
成

　
西
野
さ
ん
は
、
市
の
空
手
道
協
会

の
会
長
、
県
の
空
手
道
連
盟
理
事
長

の
要
職
に
就
く
ほ
か
、
十
年
連
続
で

国
体
の
監
督
を
務
め
る
な
ど
県
内
屈

指
の
指
導
者
で
す
。
週
四
回
武
道
館

で
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
教
え
る
か

た
わ
ら
、
十
高
、
十
実
両
校
の
部
活

動
を
指
導
し
、
数
多
く
の
選
手
を
全

国
へ
送
り
出
し
て
い
ま
す
。

　
昭
和
三
十
八
年
こ
ろ
か
ら
自
宅
裏

の
ポ
プ
ラ
の
木
に
裸
電
球
を
ぶ
ら
さ

げ
て
始
め
た
道
場
は
、
空
手
に
対
す

る
理
解
が
浅
く
、
二
・
三
人
で
の
練

習
が
四
年
ほ
ど
続
き
ま
し
た
。
人
数

が
増
え
て
か
ら
は
来
迎
寺
境
内
な
ど

を
借
り
て
練
習
し
、
雨
の
日
は
軒
下

で
屋
根
か
ら
落
ち
る
滴
に
向
か
っ
て

「
つ
き
」
の
け
い
こ
を
し
て
い
ま
し
た
。

　
昭
和
四
十
五
年
の
市
の
体
育
協
会

　
　
　
ん

　
　
．
さ
）

　
　
　
　
歳

韓
毒

　
　
　
　
旧

蹴
野
田

　
　
　
西
ー

加
入
に
際
し
て
は
、
当
時
の
協
会
役

員
の
方
が
、
空
手
は
暴
力
的
だ
と
い

う
こ
と
で
審
議
に
な
か
な
か
骨
を
折

っ
た
と
語
ら
れ
て
い
た
の
を
、
昨
日

の
こ
と
の
よ
う
に
思
い
出
し
ま
す
。

　
子
供
た
ち
に
は
「
礼
に
始
ま
り
礼

に
終
わ
る
」
と
い
う
言
葉
で
マ
ナ
ー

の
大
切
さ
を
教
え
、
大
人
に
は
「
自

分
の
家
庭
と
家
族
と
身
体
を
暴
漢
な

ど
か
ら
守
る
に
は
武
道
」
と
い
つ
も

語
り
か
け
て
い
ま
す
。

　
「
空
手
の
魅
力
は
健
康
」
と
語
る

西
野
さ
ん
の
夢
は
、
全
国
大
会
で
入

賞
す
る
選
手
を
お
お
ぜ
い
育
て
る
こ

と
。
「
親
子
二
代
で
空
手
を
や
っ
て
い

る
子
も
い
る
の
で
す
よ
」
と
子
供
た

ち
を
見
つ
め
る
目
は
、
厳
し
さ
の
中

に
も
優
し
さ
を
秘
め
、
情
熱
に
あ
ふ

れ
て
い
ま
す
。

　　　（4月末日現在）

■人ロ46，062人

　　　　（前月比十8）

　男　22，682人
　　　　（ノソ　ー19）

　女　23，380人
　　　　（ノノ　十27）

■世帯数12，581

　　　　（ノノ　十55）

今
月
の
表
紙

　
　
　
　
四
月
三
十
日
㈲
、
北
越
北
線

　
　
　
の
赤
倉
ト
ン
ネ
ル
、
津
池
・
六
日

　
　
　
町
両
変
電
所
、
六
日
町
指
令
所

の
視
察
が
行
わ
れ
、
鉄
建
公
団
か
ら
工

事
概
要
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
ト
ン

ネ
ル
内
は
電
化
に
伴
う
架
線
工
事
を
ほ

ぼ
完
了
し
、
今
は
レ
ー
ル
敷
設
工
事
が

順
調
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
津
池
駅
か

ら
気
動
車
に
乗
っ
て
の
視
察
は
、
一
早
く

夢
と
希
望
を
か
き
た
て
て
く
れ
ま
し
た
。

鰯
編
集
後
記

　
四
月
か
ら
広
報
を
担
当
し
て
早
一
カ

月
。
取
材
の
お
願
い
を
す
る
度
に
、
こ

と
わ
ら
れ
た
ら
ど
う
し
よ
う
か
と
不
安

に
か
ら
れ
ま
す
。
温
か
く
迎
え
入
れ
て

い
た
だ
い
た
時
は
ホ
ッ
と
し
ま
す
。
一

生
懸
命
何
か
に
取
り
組
ん
で
い
る
姿
を

見
る
と
胸
に
熱
い
も
の
を
覚
え
、
皆
さ

ん
が
十
日
町
を
支
え
て
い
る
ん
だ
な
あ

と
つ
く
づ
く
感
じ
ま
す
。

　
コ
生
に
一
度
は
市
報
に
」
を
合
い
言

葉
に
皆
さ
ん
か
ら
登
場
し
て
い
た
だ
き
、

紹
介
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
㊥

ブ2

蔭
謹
・
騰
．
識
錐
難
総
騰

．
総
繍
。
毒




